
 

 

 

 

 

 

 

夏空がまぶしく感じられる季節となりました。日頃より、本校の教育活動に温かい御理解と御

協力をいただき、ありがとうございます。 

近年、地震や大雨などの自然災害が各地で発生しており、災害への備えの大切さを改めて感じ

る機会が増えています。 

さて、もうすぐ夏休みです。本校では、親子で防災について考える機会として、夏休みの課題

「防災家族会議」に取り組みます。今年は、「防災リュックづくり」を中心に行います。 

防災リュックは、フェイスタオル 1枚とひもだけで手縫いします。災害時には糸をほどくことで、

タオルやひもを防災用品として活用できるよう工夫しています。身近な物を工夫して使うことも、

大切な防災の知恵です。 

この課題は、リュックを作ることが目的ではありません。親子で「わが家に必要な備えは何だ

ろう」「家にある物で役立つものはあるかな」と話し合いながら、防災への意識を高めることを

目的としています。 

ぜひこの機会に、避難場所・避難所や連絡方法、防災用品についても御家庭で話し合ってみて

ください。御家庭での話し合いが、お子さんの「自分の命を守る力」を育むきっかけになれば幸

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛南町立城辺小学校 

防災教育だより 

2026.７.13 NO.６ 
城っ子の未来を拓く 

 
タオル 1 枚から始める防災学習 

～身近なものが命を守る道具に～  

一足先に防災リュック作りに取り組んだ５年生の様子 

簡単だったので、家族分作りたいです。 U.K 

バランスよく作るのが難しかったです。 H.Y 

ひものタグを付けるのが難しかったです。 S.U 

何を入れるかを家族で話し合いたいです。 I.A 

避難した時に、けがしていたり汗をかいたりした

ら、ほどいて使いたいです。 I.T 



 

 


